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1．緒論 

 近年，様々な分野においてVR・ARの利用が急速に広

まりつつあり，環境・防災学習の教育ツールとしての

利用も期待されている．  

そこで，本研究は AR 技術と 3D 模型を用いた河川

流域の環境教育コンテンツの開発を目的とする．河川

流域環境を俯瞰的に理解すために，中国地方の 4 つの

一級水系の流域の立体模型図の上に各流域の標高，土

地利用，水質，魚類データを重ね合わせて表示するコ

ンテンツを作成し，AR 技術と 3D 模型を用いた可視

化を行い，環境教育コンテンツとしての効果を検証し

た．  

 

2.方法 

(1) 現地観測 

国土地理院基盤地図情報（数値標高モデル：5m メ

ッシュ）を用いて，3 次元の流域標高図を作成した．

3D 模型は実スケールの 1/600 としたが，単純な縮小

模型では標高の変化がわかりにくいことから，鉛直方

向の座標のみ 3 倍のスケールを持たせることとした．

図-1 に対象とした 4 流域の一つ高津川流域の 3DCG

を示す． また，DMM.make の 3D プリントサービス

を用いて， 3D 立体模型を作製した（図-2）．素材はナ

イロンを用いており，形状先端は最小幅で 0.8mm 程

度まで再現されている． 

(2) 魚類量予測モデルの構築 

AR コンテンツの表示にはサイバネットシステム株

式会社が開発した cybARnet を用いた．cybARnet は

無償 AR ブラウザアプリ「cybARnet アプリ」とコン

テンツを管理するポータルサービス「cybARnet 開発

者ポータル」から構成される（図-3）．まず，開発者ポ

ータル上で AR チャンネル登録（コンテンツ作成）を

行い，そのコンテンツには QR コードを用いてチャン

ネル ID を付ける．このコンテンツは cybARnet コン

テンツサーバー上に保存され，チャンネル閲覧者は

iOS/Android 用の cybARnet アプリで，QR コードを

読み込むことによってチャンネル（AR コンテンツ）

をダウンロードする．流域模型は全体が単色で画像認

 

図-1 VR 表現による高津川流域の 3DCG 

 

図-2  3D プリンターで作成した高津川流域の 3D 立体模型 

 

図-3 cybARnetの概要図 
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識で特徴点となる陰影を認識しにくいため，3D 模型

は図-2 に示されるような紙面の上に設置することに

より，3D 模型と AR コンテンツの位置座標を調整す

る．  

 

3．結果と考察 

高津川を対象として， cybARnet を用いて河川流域

コンテンツを AR チャンネルとして登録した（図-3）． 

cybARnet アプリを通して撮影した，高津川の (a)標高，

(b)土地利用，(c)水質，(d)アユの在/不在，(e)オイカワ

の在/不在，(f)シマドジョウの在/不在の可視化結果を

図-4 に示す．標高，土地利用については凡例が立体的

に表示され，3D 模型の起伏に合わせて張り付けられ

る形で可視化されている（図-4(a), (b)）．水質に関し

ては標高図の上に重ね合わせた形で本川に沿った

BOD を示しており，BOD に関しての凡例も表示して

いる（図-4(c)）．魚類の在/不在に関しては水質の可視

化結果に加えて，3 か所の魚類調査地点において対象

とした魚がいる場合にはそのイラストを表示している

（図-4d), (e), (f)）．また，魚類の特性を明記したパ

ネルも付け加えている．なお，可視化結果内の

「CHANGE」ボタンを押すことによって表示項目を

変更することができ，魚類の在/不在と土地利用状況な

どを容易に比較することができる． 

また，従来のポスター等を使った発表と開発した教

育コンテンツを援用した発表を比較して，アンケート

による有効性の検討を行った．その結果，AR 技術と

3D 模型による可視化は従来の文字・図面による情報

より，説明者にとっても説明しやすく，聞き手にとっ

ても「流域」という概念および「河川環境」を理解す

るために有効であることが示された． 

 

4．結論 

 AR 技術と 3D 模型を用いた河川流域の環境を俯瞰

的に理解するための新たな教育コンテンツを開発し，

その有用性も確認された． 

 

図-4 高津川の流域環境コンテンツのAR可視化 
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